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国
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生
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郎

衆
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議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
貴
子
君
提
出
伊
方
原
発
三
号
機
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
貴
子
君
提
出
伊
方
原
発
三
号
機
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
記
事
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

原
子
力
発
電
所
を
再
稼
働
さ
せ
る
か
否
か
を
判
断
し
、
法
令
上
の
手
続
に
従
っ
て
、
必
要
な
申
請
を
行
う
の
は
、
原
子
力

事
業
者
で
あ
る
。
ま
た
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
（
平
成
二
十
六
年
四
月
十
一
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
い
か
な

る
事
情
よ
り
も
安
全
性
を
全
て
に
優
先
さ
せ
、
国
民
の
懸
念
の
解
消
に
全
力
を
挙
げ
る
前
提
の
下
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全

性
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
専
門
的
な
判
断
に
委
ね
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
り
世
界
で
最
も
厳
し
い
水
準

の
規
制
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
判
断
を
尊
重
し
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
を
進
め
る
」
こ
と
と

し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
政
府
の
一
貫
し
た
方
針
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
計
画
に
お
い
て
、
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
、
「
万

が
一
事
故
が
起
き
た
場
合
に
は
、
国
は
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
責
任
を
も
っ
て
対
処
す
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
、
万
が
一
事
故
が
起
き
た
場
合
に
は
、
原
子
力
災
害
の
拡
大
の
防
止
等
に
必
要

な
措
置
の
実
施
や
原
子
力
損
害
の
賠
償
等
に
つ
い
て
、
そ
の
一
義
的
な
責
任
は
、
原
子
力
事
業
者
が
負
う
こ
と
と
な
る
が
、

一



政
府
と
し
て
も
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
等
の
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
緊
急

事
態
応
急
対
策
等
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
等
の
責
務
を
有
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い
て
、
「
国
も
前
面
に
立
ち
、
立
地

自
治
体
等
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
得
る
よ
う
、
取
り
組
む
」こ
と
と
し
て
い
る
。
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
御
意
見
が
あ
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
、
引
き
続
き
、
丁
寧
な
説
明
を
尽
く
し
、
立
地
自
治
体
等
関

係
者
の
一
層
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

二


